
日赤医療センターの基本理念
赤十字精神『人道・博愛』の実践
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『人道・博愛』の赤十字精神を行動の原点として
治療のみならず
健康づくりから

より健やかな生涯生活の維持まで
トータルでの支援サービスを提供します
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専門看護師・認定看護師の知恵袋
ママと赤ちゃんの
 HAPPY BIRTH ROOM
はい、こちら管理栄養士、
栄養相談室です
なんでも大辞典
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徹底した
感染症対策で
患者さんと病院を
守ります
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他
の
医
療
機
関
と

連
携
し
た
感
染
症
診
療

　

ひ
と
く
ち
に
感
染
症
と
い
っ
て
も
、
結

核
や
肺
炎
と
い
っ
た
呼
吸
器
感
染
症
、
エ

イ
ズ
に
代
表
さ
れ
る
性
感
染
症
、
デ
ン
グ

熱
の
よ
う
な
輸
入
感
染
症
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
全
て
を
専
門
的
に
診
ら
れ
る

病
院
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
２
０
０
８
年
に
感
染
症
科

を
標
榜
し
て
以
来
、
総
合
病
院
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
感
染
症
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

感
染
症
と
い
え
ば
、

古
い
と
こ
ろ
で
は
結
核
、
淋
病
、
梅
毒
、

そ
し
て
エ
イ
ズ
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
昨
今
、

デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
熱
と
い
っ
た

海
外
か
ら
入
っ
て
く
る
感
染
症
も
懸
念
さ
れ
、

世
界
的
規
模
で
広
が
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
感
染
爆
発
）が

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
国
内
の
感
染
症
の
傾
向
や
、

当
セ
ン
タ
ー
の
感
染
症
診
療
・
予
防
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

徹
底
し
た

感
染
症
対
策
で

患
者
さ
ん
と

病
院
を

守
り
ま
す

診
療
・
予
防
の
両
面
か
ら

感
染
症
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
の

安
藤
医
師
に
聞
き
ま
し
た
。

特集

感染症科部長職務代理
感染症科副部長

安藤 常浩
あんどう・つねひろ 
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し
て
し
ま
っ
た
際
の
診
療
方
法
を
確
認
し
、

ま
た
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
な
ど
し
て
、
治

療
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

院
内
感
染
を
未
然
に
防
ぐ

「
感
染
管
理
室
」の
役
割

　

当
セ
ン
タ
ー
は
総
合
病
院
で
す
の
で
、

感
染
症
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
病
気
を

患
う
多
く
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
関
係
者
の

方
々
が
入
院
、
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
重
要
に
な
る
の
が
院
内
感
染
の
予
防
で

す
。
こ
れ
は
基
本
的
な
管
理
で
か
な
り
抑

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
感
染
管
理
室
を
設
け
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
に
は
正
し
い
手
洗
い
の
仕

方
や
マ
ス
ク
の
付
け
方
、
消
毒
の
仕
方
な

ど
を
徹
底
的
に
指
導
し
、
患
者
さ
ん
に
も

ご
説
明
し
て
い
ま
す
。

え
、
近
隣
の
病
院
か
ら
も
患
者
さ
ん
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
イ
ズ
拠
点

病
院
、
結
核
入
院
診
療
施
設
に
も
認
定
さ

れ
て
お
り
、
各
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
に
対
処
す
る
に
は
、
院
内
の
他

の
診
療
科
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
感
染
症
の
初
期
症
状
に
は
咳
や

痰
、
発
熱
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
た
め
、

連
日
の
外
来
診
療
は
呼
吸
器
内
科
と
と
も

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
手
術
、

抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
で
免
疫
力
が
落
ち
る

と
、
感
染
症
に
罹
患
し
や
す
く
な
る
た
め
、

そ
う
し
た
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
担
当

医
や
看
護
師
、
薬
剤
師
ら
と
の
チ
ー
ム
医

療
を
実
践
。
診
療
方
針
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
予
防
法
や
罹
患

　

感
染
管
理
室
は
、
感
染
症
科
の
医
師
２

名
、
感
染
管
理
認
定
看
護
師
２
名
、
薬
剤

師
３
名
と
臨
床
検
査
技
師
、
事
務
１
名
ず

つ
の
計
９
名
で
構
成
。
院
内
の
ど
こ
に
、

ど
ん
な
感
染
症
の
患
者
さ
ん
が
い
る
の
か

を
常
に
把
握
し
、
感
染
を
広
げ
な
い
た
め

に
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
敷
い
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
毎
週
の
院
内
ラ
ウ
ン

ド
で
実
際
の
医
療
現
場
を
見
て
回
り
、
治

療
法
や
道
具
の
使
用
・
管
理
方
法
に
問
題

が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
善
が
必
要
な

場
合
は
、
そ
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

薬
の
効
か
な
い「
耐
性
菌
」

　

感
染
管
理
室
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
に
、

耐
性
菌
を
生
み
出
さ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
耐
性
菌
と
は
、
抗
菌
薬
（
い
わ
ゆ
る

抗
生
物
質
）
の
効
か
な
く
な
っ
た
菌
の
こ

と
で
す
。
抗
菌
薬
は
治
療
薬
の
中
で
も
よ

く
知
ら
れ
て
お
り
、「
抗
生
物
質
を
出
し
て

ほ
し
い
」
と
要
望
す
る
患
者
さ
ん
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
抗
菌
薬
を
使

い
続
け
て
い
る
と
、
菌
が
突
然
変
異
し
、

薬
が
効
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
の
で
す
。

　

日
本
国
内
に
あ
る
耐
性
菌
の
種
類
は
ま

だ
少
な
い
方
で
す
が
、
諸
外
国
で
は
多
く

の
抗
菌
薬
に
耐
性
を
持
つ
多
剤
耐
性
菌
や

高
度
耐
性
菌
が
増
え
続
け
、
そ
れ
に
よ
る

死
者
も
出
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
日

本
政
府
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
抗
菌
薬

の
使
用
量
を
従
来
の
３
分
の
２
に
減
ら
す

方
針
を
発
表
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
各

国
に
呼
び
か
け
る
な
ど
、
危
機
感
を
持
っ

て
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

感
染
管
理
室
で
は
、
患
者
さ
ん
へ
の
抗

菌
薬
の
処
方
が
適
切
か
ど
う
か
監
督
す
る

こ
と
で
、
院
内
で
新
た
な
耐
性
菌
が
発
生

す
る
リ
ス
ク
の
除
去
に
努
め
て
い
ま
す
。

過
度
に
恐
れ
ず
、
適
切
な
対
応
を

　

感
染
症
と
い
う
と
、
体
に
負
担
の
か
か

る
治
療
や
、
死
の
危
険
を
伴
う
病
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
か
つ
て
不
治
の
病
と
い
わ
れ
た
結

核
は
、
今
で
は
６
カ
月
ほ
ど
で
治
療
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
エ
イ
ズ
は
１

日
１
錠
で
そ
の
発
症
を
抑
え
ら
れ
る
、
副

作
用
の
少
な
い
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
感
染
症
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
、
正
し
く
対
処
す
る

こ
と
で
す
。
咳
が
２
週
間
以
上
続
く
、
薬

を
飲
ん
で
も
熱
が
下
が
ら
な
い
な
ど
、
感

染
症
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
専
門
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
仮
に

感
染
症
だ
っ
た
と
し
て
も
、
早
い
段
階
で

の
治
療
は
効
果
的
で
す
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る

の
で
す
。

　このところ40～60代の女性を中心に増加
している「非結核性抗酸菌症（NTM症）」。こ
れは結核と同じく、抗酸菌というグループ
の菌によって引き起こされる肺の感染症で、
咳や痰、倦怠感といった症状も似ています。
ただし、人から人への感染はなく、通常、
数カ月から数年単位で進行するといった違
いがあります。また、原因菌は土壌や水場
に多いことが分かっていますが、はっきり
とした感染経路は判明しておらず、確実な
治療法も確立されていないのが実情です。
　とはいえ、すぐに生命を脅かす病という
わけではなく、薬を飲んでいれば日常生活
に支障を来さないこともありますし、程度
によっては治療も服薬もせず、経過観察の
み行う場合も少なくありません。解明され
ていないことが多く、恐ろしい病気のよう
に思えてしまうかもしれませんが、異変を
見過ごさずに適切な対処をすれば、上手に
付き合っていける病気ともいえるのです。

中高年女性に増えている
「非結核性抗酸菌症」とは？
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質の高い医療を
常に提供できるよう、
感染対策の質向上に向けて
取り組んでいます

感染管理室は、院内感染により患者さんおよび職員が受ける不利益を最小限のものとするため、
実践的な活動部隊として、ICT（Infection Control Team：感染対策チーム）を設けています。

ICTは、感染症科医師・感染管理認定看護師・薬剤師・臨床検査技師・事務担当者の
計9名により構成され、患者さんに質の高い医療を提供できるよう、

感染症に関する対策の提案・実行・評価を行っています。

　感染症の発生動向や、院内での耐性菌の検出状況
などに関する情報収集および観察を行います。

　週に一度、電子カルテで抗菌薬（抗生物質）の使
用状況および患者さんの状態を確認し、感染対策や
抗菌薬の適正使用に関するラウンド（巡視）を行い
ます。このほか、チェックリストをもとに病棟での
物品の管理・使用状況の点検や、清掃業者による清
掃が契約どおりに行われているかなどについてチェッ
クを行います。

サーベイランス院内ラウンド

感染管理室の
取り組み

「人工呼吸器関連肺炎サーベイランス」を集中ケア認定看護師とと
もに実施
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　血液培養や髄液培養の陽性時、
耐性菌や抗酸菌、ノロウイルス
やインフルエンザの検出時の治
療や対策に関する相談、また抗
菌薬の適正使用に関する相談な
どに対応しています。さらに実
際の医療現場に出向いて、患者
さんの状態を確認するとともに
抗菌薬の使い方などを考えてい
きます。

　医療事故の防止と感染対策の徹底に向け、全職員を対象
とした研修会を年に2回開催しています。この研修会は、
医療法で実施が義務付けられているほか、施設基準の届け
出に際しても必須項目となっています。このほか、各職を
対象とした勉強会を適宜開催しています。

　患者さん・職員の別を問わ
ず、同部署で同時期に同じ型の
感染症が複数発生した場合の介
入・治療・対策等を行います。

　日頃、当たり前のように使わ
れている多くの医療機器や材料
には、洗浄・消毒・滅菌の技術
と安全に関わる多くの知恵が凝
集されています。施設・設備・
清掃も含めて、医療を根底から
支えている分野なのです。

コンサルテーション

教育活動、
感染防止技術の普及

集団発生
（アウトブレイク）

への対応

　滅菌・消毒、
　施設・設備、
清掃などへの関与

2015年の医療安全推進・
院内感染対策連絡会の様
子。感染管理認定看護師
の指示の下、正しいアル
コール擦式消毒の手順を
確認
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「例年の2～ 3倍の患者数」「全国で猛威」「警報レベル」といったニュースを見た方もいるでしょう。
毎年冬場に流行する感染性胃腸炎の原因となるウイルスの中でも特に感染力が高いノロウイルス。

この冬、10年ぶりの大流行となっています。
ノロウイルスと聞くと、嘔吐や下痢で（上からも下からも……）つらいもの、

というイメージを持つ方が多いと思います。できることならかかりたくないですよね？ 
では、どうすれば感染せずに済むのか。

かかってしまった場合、どうしたらよいのかなどをご紹介します。

ノロウイルスが
大流行!!

　法律による出勤停止期間などは定められていません（企業や
学校によっては出勤／出席停止期間が定められている）が、感
染力が高いことから、集団感染を防ぐためにも自分だけの問題
ではないという意識を持ち、感染後5日～ 1週間程度は自宅で
安静にすることが望まれます。そして、二次感染をしないよう
嘔吐物やふん便の処理を正しく行うことも大切です。
　処理の際は部屋を十分換気、使い捨ての手袋やマスクを着
用、次亜塩素酸ナトリウムやアルコールで消毒、汚物はビニー
ル袋に密閉して廃棄するようにしましょう。また、乾燥すると
容易に空気中に漂い、口に入って感染することがあるので、乾
燥しないうちに処理することも大事なポイントです。

　治療薬や予防ワクチンはなく、感染すると
吐き気・嘔吐・下痢・腹痛などを起こします。
発熱はしても38℃程度までのことが多く、そ
れほど高熱にはなりません。通常これらの症
状が1～ 2日続き、自然に回復します。体力
のある大人では、風邪のような症状のみで治
まることもありますが、嘔吐や下痢による脱
水症状等で入院が必要になったり、子供やお
年寄りは吐いた物を喉に詰まらせたり、肺に
入って肺炎を起こして死亡する可能性もある
ので、注意が必要です。

もしもかかってしまったら？ ノロウイルスにかかると？

感染者のふん便
や嘔吐物から、
手指を介して感
染する

カーペットなどの嘔吐物の
消毒が不十分で、乾燥して
空気に舞い上がったウイル
スを吸い込んで感染する

感染した人が調理を
することで、食品や
食器、調理器具を通
じて感染する

ウイルスに汚染されたカ
キなどの二枚貝を生、ま
たは十分に加熱調理せず
に食べて感染する

ウイルスに汚染され
た井戸水や水道水を
飲んで感染する

汚物による
接触感染

汚物による
飛沫感染

調理による
接触感染

食事による
感染

飲料水による
感染

●ノロウイルスの感染経路

ノロウイルス感染者

ノロウイルス非感染者
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予
防
対
策

手
洗
い
・
消
毒

　

付
着
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
を
減
ら
す
最
も
簡
単
で
有
効
な
方
法

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
口
か
ら
入
っ
て
し
ま
う
ウ
イ
ル
ス
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
指
先
・
指
の
間
・
爪
の
間
・
親
指
の
周
り
な

ど
、
洗
い
残
し
が
多
い
部
分
に
注
意
し
て
洗
う
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。
消
毒
剤
は
手
指
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

食
品
は
し
っ
か
り
加
熱

　

ウ
イ
ル
ス
は
熱
に
弱
く
、
加
熱
に
よ
り
失
活
し
ま
す
。
特
に
二

枚
貝
（
カ
キ
な
ど
）
は
、
中
心
部
ま
で
十
分
加
熱
し
て
か
ら
食
べ
る

よ
う
に
し
、
抵
抗
力
の
弱
い
と
さ
れ
る
子
供
や
お
年
寄
り
は
避
け

る
の
が
無
難
で
す
。

調
理
器
具
な
ど
の
消
毒

　

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
で
消
毒
を
す
る
か
、
85
℃
以
上

で
1
分
以
上
の
熱
湯
消
毒
を
し
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
二
度

拭
き
も
有
効
で
す
。

※
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
は
金
属
を
サ
ビ
さ
せ
る
性
質
が
あ
る
の
で
要
注
意
。

頻
繁
に
触
れ
る
も
の
を
清
潔
に

　

ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
な
ど
共
有
箇
所
の
ウ
イ
ル
ス
除
去
も
大
切
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
へ
の
影
響
が
少
な
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
の

消
毒
が
お
勧
め
で
す
。

1234

感染を防ぐ

まず手指を流水でぬ
らす

親指をもう片方の手
で包み、もみ洗う
（両手）

石けん液を適量、手
のひらに取り出す

指先をもう片方の手
のひらでもみ洗う
（両手）

手のひらと手のひら
をすり合わせ、よく
泡立てる

両手首まで丁寧にも
み洗う

手の甲をもう片方の
手のひらでもみ洗う
（両手）

流水でよくすすぐ

指を組んで両手の指
の間をもみ洗う

ペーパータオルで水
気をよく拭き取る

1

6

2

7

3

8

4

9

5

10

正しい手洗いで
感染症対策

感染症予防の基本で、最も有効な方法でもある「手洗い」。
この機会に、正しい手洗いの方法を身に付けましょう。
※❹❻❼は特に意識して行うようにしてください。
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インフルエンザ　流行シーズン到来です！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
と

す
る
気
道
感
染
症
で
す
。「
一
般
の
か
ぜ
症

候
群
」
と
は
異
な
り
感
染
性
が
高
く
、
症

状
は
よ
り
重
篤
で
、
合
併
症
や
二
次
感
染

に
よ
る
肺
炎
な
ど
で
命
に
関
わ
る
状
態
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

感
染
は
、
発
症
し
た
人
の
く
し
ゃ
み
に

よ
る
飛し

ぶ

き沫
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い

込
む
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
（
飛
沫
感
染
）。

そ
の
1
〜
2
日
後
に
38
℃
以
上
の
発
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
が
全
身
に

突
然
表
れ
、
発
病
に
至
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
で
は
ご
く
ま
れ
に
急
性
脳
症
、
高
齢
の

方
や
免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る
方
で
は
肺

炎
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は

1
週
間
程
度
で
軽
快
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
診
断
キ
ッ
ト
（
鼻
の
奥
を
綿

棒
で
擦
っ
て
調
べ
る
）
を
用
い
て
素
早
く
診

断
し
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
服
用
に

よ
り
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
医
療
施
設
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
に
よ
る
予
防
効
果

　

以
下
の
3
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
飛
沫
感
染
予
防

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
を
す
る
と
き
の
マ
ナ
ー

で
あ
り
、マ
ス
ク
を
着
用
す
る
、マ
ス
ク
の
な
い

場
合
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
押
さ
え
る
、
使
用

し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
）

③
保
湿
効
果

※
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
に
は
、
正
し
く
着
用

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

予
防
接
種
と
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

　

我
が
国
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
は
、
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）

が
毎
年
発
表
す
る
推
奨
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
を
基
に
、
国
内
の
流
行
分
析
、

世
界
の
最
新
情
報
な
ど
を
踏
ま
え
、
国
立

感
染
症
研
究
所
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
研
究

の
専
門
家
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
ご
と

に
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
A
型
2
種
類
、
B
型
1
種
類
の
計

3
種
類
で
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
A
型
2

種
類
、
B
型
2
種
類
の
4
種
類
が
推
奨
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
も
4
種
類
か
ら
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
種
類
が
増
え
た
こ
と
で
、
昨

年
か
ら
ワ
ク
チ
ン
料
金
の
多
く
が
値
上
が

り
し
ま
し
た
。

　
予
防
接
種
を
し
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
？

　

予
防
接
種
で
感
染
や
発
症
を
完
全
に
は

防
御
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
重
症
化
や

合
併
症
の
予
防
に
は
極
め
て
有
効
で
あ
り
、

特
に
高
齢
者
に
関
し
て
は
接
種
を
し
た
場

合
、
死
亡
の
危
険
は
5
分
の
1
、
入
院
の

当センターには、日本看護協会が認定している
専門看護師9名、認定看護師23名が勤務し
（2017年1月現在）、
それぞれの分野に特化した看護ケアを
患者さんに提供しています。
本連載では、私たち「専門看護師」「認定看護師」を
皆さんによりいっそう知っていただくため、
耳寄りな情報をリレー形式でお伝えします。

感染管理
認定看護師

専門看護師・認定看護師の

知恵袋 2

リ
ス
ク
は
3
分
の
1
か
ら
2
分
の
1
程
度

に
減
少
で
き
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
持
続
期
間
は
接
種
後
2
週

間
か
ら
6
カ
月
と
さ
れ
、
13
歳
未
満
の
子

供
は
原
則
2
回
の
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
供
は
1
度
の
接
種
で
は
十
分
な

免
疫
力
が
つ
か
ず
、
1
カ
月
ほ
ど
で
消
失

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
1
カ
月

た
っ
た
時
点
で
2
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
行
う
こ
と
で
、
免
疫
増
幅
効
果
に
よ
り

1
回
目
以
上
に
高
い
免
疫
力
が
つ
き
、
予

防
の
持
続
期
間
も
長
く
な
る
こ
と
を
狙
っ

て
い
ま
す
（
ブ
ー
ス
タ
ー
効
果
）。
こ
れ
が
13

歳
以
上
に
な
る
と
、
既
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ウ

イ
ル
ス
と
接
触
し
て
き
た
こ
と
で
、
抗
体

が
つ
く
り
や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

1
回
の
接
種
で
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
日
本
で
は
12
月
頃
か
ら
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始
ま
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
遅
く
と
も
年
内
に
は
予
防
接

種
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
大
久
保
佳
代
／
感
染
管
理
室
）

■
専
門
看
護
師（
C
N
S: Certified Nursing Spe -

cialist

）

各
専
門
分
野
に
お
い
て
、
把
握
・
判
断
し
、
実
践
・

相
談
・
調
整
・
倫
理
調
整
・
教
育
・
研
究
の
6
側

面
か
ら
看
護
の
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
認
定
看
護
師
（
C
N: Certified Nurse

）

各
認
定
分
野
の
専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
実

践
・
始
動
・
相
談
の
3
つ
の
側
面
か
ら
看
護
の
質

向
上
に
努
め
ま
す
。
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ママと赤ちゃんの
HAPPY BIRTH ROOM

28 新生児治療回復室（GCU）

　
当
セ
ン
タ
ー
の
G
C
U
（
新
生
児
治

療
回
復
室
）
で
は
、
N
I
C
U
（
新
生

児
集
中
治
療
室
）
で
の
治
療
を
終
え
状

態
が
安
定
し
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
を
抱
え
た
赤
ち
ゃ
ん
が

入
院
し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
長
い

間
離
れ
て
暮
ら
す
お
母
さ
ん
や
お
父
さ

ん
の
中
に
は
、
退
院
し
た
後
も
楽
し
く

育
児
が
で
き
る
か
、
赤
ち
ゃ
ん
が
元
気

に
成
長
で
き
る
か
な
ど
、
不
安
で
い
っ

ぱ
い
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
G
C
U
で
は
、
引
き
続
き
治
療

を
受
け
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
が
安
心
し

て
お
家
に
帰
る
た
め
の
練
習
や
準
備
を

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
育
児
生
活
へ
の

第
一
歩

　
赤
ち
ゃ
ん
の
状
態
が
安
定
し
、
お
口

か
ら
お
っ
ぱ
い
を
飲
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
ら
授
乳
練
習
を
始
め
ま
す
。
長

い
間
、
コ
ツ
コ
ツ
と
搾
乳
を
頑
張
っ
て

き
た
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
、念
願
の〝
授

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
は
、
至
福
の
時
で
す
。
退
院
ま
で
の

間
、
お
母
さ
ん
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、

繰
り
返
し
、
授
乳
練
習
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
や
お
母

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
に
合
っ
た

授
乳
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

提
案
を
し
、
退
院
後
の
お
家
の
様
子
を

お
伺
い
し
な
が
ら
、
新
た
な
育
児
生
活

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
い
ま

す
。

　

安
心
し
て
退
院

で
き
る
よ
う
に

　
赤
ち
ゃ
ん
の
生
活
リ
ズ
ム
を
、
一
日

乳
〞
で
す
。
最
初
か

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に

お
母
さ
ん
の
お
っ
ぱ

い
を
含
ん
で
く
れ
る

赤
ち
ゃ
ん
も
い
れ
ば
、

お
母
さ
ん
の
お
っ
ぱ

い
と
に
ら
め
っ
こ
し

た
後
、安
心
し
て
眠
っ

て
し
ま
う
赤
ち
ゃ
ん

も
い
ま
す
。
お
っ
ぱ

い
を
飲
ん
で
ほ
し
い

お
母
さ
ん
に
と
っ
て

は
少
し
が
っ
か
り
か

に
は
当
セ
ン
タ
ー
の
G
C
U
助
産
師
が

訪
問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
診
査
・
体

重
測
定
・
授
乳
の
様
子
・
お
母
さ
ん
の

体
の
こ
と
や
お
っ
ぱ
い
の
こ
と
・
生
活

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
実
際
に

赤
ち
ゃ
ん
と
生
活
し
て
み
る
と
、
改
め

て
困
っ
た
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
見
つ

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、

顔
見
知
り
の
助
産
師
の
訪
問
で
、
相
談

し
や
す
く
安
心
で
き
る
と
喜
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん

が
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
通
し
て
知
り
た
い
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
は
、
病
棟
内
の
退
院
準
備
室
で
一

日
予
行
演
習
し
て
一
緒
に
過
ご
し
、
お

家
で
の
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
時

に
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
の
か
、

お
家
で
工
夫
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ

と
な
の
か
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

退
院
後
ま
で

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

　
退
院
後
も
各
種
サ
ポ
ー
ト
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
の
保
健

師
訪
問
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方

GCU副看護師長

太田 歩美
おおた・あゆみ

退院後も母乳育児を継続できるよう支援しています
GCUの母乳育児支援について紹介します。

退院準備室では、家での生活を予行演習できます

助産師が家庭を訪問、ご相談に応じます
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はい、
こちら管理

栄養士、

栄養相談室
です

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
を
超
え
る
と
肝
硬

変
、
2
型
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
一
因
と

な
り
ま
す
。
健
康
診
断
な
ど
で
ア
ル
コ
ー

ル
を
減
ら
す
よ
う
に
言
わ
れ
た
ら
、
お
酒

と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
酒
の「
適
量
」と
は
？

　
「
お
酒
」
は
ア
ル
コ
ー
ル
分

を
1
％
以
上
含
む
飲
料
を
指

し
ま
す
。
普
段
ど
れ
く
ら
い

の
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
い

る
の
か
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量

の
換
算
式
（
表
1
）
で
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
厚
生
労

働
省
は
約
20
ｇ
程
度（
表
2
）

を「
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女

性
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

飲
酒
後
に
顔
が
赤
く
な
る
人

は
こ
れ
よ
り
少
な
く
す
べ
き

と
し
て
い
ま
す
。

 

お
酒
を
減
ら
す
た
め
の
工
夫

①
飲
む
量
・
頻
度
を
決
め
る

・
表
1
を
参
考
に
飲
酒
量
を
決
め
、
飲
み

た
い
気
持
ち
に
区
切
り
を
つ
け
ま
す
。

・
休
肝
日
を
週
に
2
日
連
続
で
設
け
る
と

肝
臓
が
休
ま
り
ま
す
。

②
食
事
を
し
な
が
ら
飲
む

・
飲
む
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
と
、
酔
い
を
感

じ
る
前
に
飲
み
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

・
食
事
を
す
る
こ
と
で
ア
ル
コ
ー
ル
の
吸

収
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。

③
味
わ
っ
て
飲
む

・
ビ
ー
ル
の
爽
快
な
苦
み
、
ワ
イ
ン
の
甘

味
や
酸
味
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ま
ろ
や
か

さ
な
ど
、
お
酒
の
質
を
味
わ
う
こ
と
で
、

た
く
さ
ん
飲
ま
な
く
て
も
満
足
感
が
得

ら
れ
ま
す
。

④
お
酒
を
減
ら
す
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

（
例
）お
つ
ま
み
の
量
が
減
り
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
が
で
き
る
。

肝
臓
が
休
ま
る
。

病
気
の
リ
ス
ク
が
下
が
る
。

質
の
良
い
睡
眠
が
得
ら
れ
る
。

出
費
が
抑
え
ら
れ
る
。

⑤
減
酒
宣
言
を
す
る

・
協
力
者
が
い
る
こ
と
が
励
み
に
な
り
ま

す
。

・
強
く
勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
宣
言
す
る
こ
と
が
戒
め
に
な
り
、
減
酒

が
続
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑥
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
利
用
す
る

・
嗜
好
に
合
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
お
酒
を

飲
ま
な
く
て
も
満
足
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

・
か
え
っ
て
お
酒
を
飲
み
た
く
な
る
場
合

は
向
い
て
い
ま
せ
ん
。

食事や健康にまつわる悩み・相談に
管理栄養士がお答えします。

今回は「アルコール」についてです。

A n s w e r

ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
を
把
握
し
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で

減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

食
事
を
中
心
に
、生
活
習
慣
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

アルコールの摂取量を
　減らすように言われました。

何が問題で、どうすれば
よいのでしょう？

今回のそうだん

ご自身に合った方法を見つ
け、健康のための新習慣へ
の第一歩を踏み出しましょ
う。生活習慣病等で当セン
ターを受診されている方は、
栄養指導を受けることがで
きます。まずは主治医の先
生にご相談ください。

Mem o

表1●純アルコール量の換算式

表2●純アルコール約20gを含むお酒の量とアルコール度数

お酒の量（㎖）　　　　×アルコール度数　　　　÷100×0.8
＝純アルコール量（g）
例）ビール500（㎖）×5÷100×0.8＝ 20（g）

ビール

5%
中瓶1本
（500㎖）

日本酒

15%
1合

（180㎖）

ワイン

12%
グラス2杯
（200㎖）

焼酎

35%
1/2合弱
（70㎖）

チューハイ

7%
1缶

（350㎖）
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知
っ
て
お
き
た
い
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
の
あ
れ
こ
れ
。

今
回
は
入
院
時
に
使
用
す
る
病
室
に
つ
い
て
。

お
部
屋
の
タ
イ
プ
・
設
備
な
ど
、

入
院
時
の
参
考
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

病床管理課

な
ん
で
も  

大  

辞
典

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー

　

今
回
は
病
室
を
ご
案
内
し
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
の
病
室
は
4
人
部
屋
が
標
準

で
、
室
内
に
は
床
頭
台
、
ロ
ッ
カ
ー
、

カ
ー
ド
式
テ
レ
ビ
、
カ
ー
ド
式
小
型
冷

蔵
庫
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
個
室
の
場

合
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
が
用
意
さ
れ
、

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
は
無
料
で
す
。
多
く

は
ユ
ニ
ッ
ト
シ
ャ
ワ
ー
が
付
い
て
い
ま

す
が
、
バ
ス
付
き
の
個
室
も
あ
り
ま
す
。

入
院
病
室

【
に
ゅ
う
い
ん
び
ょ
う
し
つ
】

に

病
棟
・
病
室
ご
と
の

入
院
費
用
に
つ
い
て
は
、

当
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一般病棟

エグゼクティブフロア

6～ 11階が一般病棟です。安心と温かみのある療養空間
を追求し作られています。

最上階の12階に位置する病棟。プライバシーが確保された、快
適でゆとりある個室をご用意しています。また1階のコーヒー
店、コンビニエンスストアに電話でデリバリー注文が可能です。

落ち着いた雰囲気の個室

広さは19.95㎡～ 50.65㎡まで4タイプあります

1床あたり約8.4㎡を確保した4人部屋

広くて使いやすい洗面設備
（写真は4人部屋用）

全病床に液晶テレビと小型
冷蔵庫を完備

●ホテル等とは異なり、午前0時を起点
とした利用日数で計算します。

●健康保険の対象とはならず、全額自
己負担です。

室料差額の料金計算ワンポイント
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←モバイルサイトは
　こちらから。
　（docomo/au/SoftBank対応）

●外来診療の最新スケジュールは、当センターのホームページでご確認ください。『TeaTime』の
バックナンバー（PDF版）もご覧いただけます。

ホームページ
アドレスのご案内

日赤医療センターに関すること  http://www.med.jrc.or.jp/
赤十字全般に関すること　　　 http://www.jrc.or.jp/

ここからのおと

このコラムは、「こころ」と「からだ」の健康を保つために、
皆さんにお勧めしたいことを記した「ノート」です。

健康管理センター
健康運動指導士 

渡邊 久美
わたなべ・くみ

　忘年会や新年会、食べる機会
が多くなるシーズンになりまし
た。食事は量だけでなく、いつ
食べるかも重要です。体内時計
を調整するB

ビ ー マ ル ワ ン

MAL1というタンパ
ク質は、体脂肪の蓄積を促し、分
解を抑制する働きがあります。
また、1日の間でその量に変動
があり、BMAL1が多い時間帯
に食事を取ると、脂肪をため込
みやすくなるといわれています。
　BMAL1は夜10時以降に急増
し、夜中の2時頃ピークを迎え
ます。最も少ないのは、昼の2

時頃です。ダイエットに取り組
む場合、遅い時間の食事は禁物
ですね。

例） 岩が4つで
イワシ

い

左上：横浜、右上：箱入り娘、
左下：となかい、右下：商

あきない

中
ちゅう

*
＊「春夏冬」＝秋がない

いつも貴重なご意見を
ありがとうございます

食事のタイミング 股関節の筋肉トレーニング とんち文字―なんて読む？―

　当センターには、患者さんやご家
族の皆さんから日々、多くのご意見・
ご質問が寄せられています。特に多
く頂くご意見については、ホワイト
ボードを設置してお答えしていま
す。少々奥まったところにあります
が、皆さん、ぜひ一度ご覧ください!!

呼び出し機はお手入れしているの
ですか？

回収するたびに低水準
消毒剤の入った洗浄剤
で拭いています。

　袋も同様に行っていますが、紙
くずや髪の毛、使用済みのアル
コール綿が入っていることもあり
ます。手入れに時間がかかり、故
障の原因にもなりますので、袋に
何でも入れないよう皆さんのご協
力をお願いいたします。

ホワイトボードは、1階放射線科奥のスペー
スにあります

こんなご質問を
いただきました

心 身体 脳

お返事

編
集
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力
・
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診療のご案内

●初診の方：午前8時30分～午後3時　　
●再診の方：午前7時50分～午後3時

受付時間

●土曜日　●日曜日　●祝日　●12月29日～ 1月3日　
●5月1日（日本赤十字社創立記念日）

お問い合わせ

☎03-3400-1311

急病の場合：曜日・時間に関係なく救急外来で診療します。ご来院
の前にお問い合わせください。

診察カード：全科共通で永久に使用します。ご来院時には必ずお持
ちください。

健康保険証：ご来院時に確認させていただいております。特に、更
新・変更の際は必ずご提出ください。

院外処方せん：すべての診療科で発行しております。全国の保険薬
局でお使いいただけます。

※初診の受付時間については、診療科により異なりますので、診療科受付窓口へお
問い合わせください。また、診療科が異なる場合や最終来院日から1カ月以上経過
した場合は、初診扱いとなりますのでご注意ください。

外来休診日

＊つらいときは膝を曲げましょう。

①背筋を伸ばして座る
　（可能なら寄りかからない）
②下腹部に力を入れておく
③片足を椅子から軽く浮かせ、

膝を伸ばす。足先に筆を持っ
たつもりで、足の付け根から
文字を書く（少しずつ文字を
大きくしていく）

あ

岩  岩
岩  岩

冬  春
中  夏

浜

と
娘
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